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 「経営者層向け環境経営力研修」実施概要 及び プログラム予定 
 

1. 実施概要 

 

名 称 ・ 経営者層向け環境経営力研修 －価値創造の環境経営実践講座 － 

日 程 
・ 合宿形式（1 泊 2 日） 

1 日目: 平成 27 年 3 月 13 日（金）10:00～18:10  （※交流会:19:30～21:30） 
2 日目: 平成 27 年 3 月 14 日（土） 8:30～16:00  

会 場 
・ 神奈川県 大磯プリンスホテル 

（〒259-0193 神奈川県中郡大磯町国府本郷 546） 

対 象 
・ 経営者及び執行役員 

※本研修の受講は、企業の経営者層に限らせていただきます。 

定 員 
・ 30 名 （受講料無料） 

※宿泊費・食費等は実費負担（約 20,000 円程度を予定）。 
※宿泊先等の手配は、事務局で一括して行います。 

講 師 

・ 安井 至  氏 （独立行政法人製品評価技術基盤機構理事長） 
・ 原田 幸明 氏 （独立行政法人物質・材料研究機構特命研究員、前元素戦略材料セン

ター元素戦略統括グループ長、日本 LCA 学会会長） 
・ 平尾 雅彦 氏 （東京大学大学院工学系研究科化学システム工学専攻教授、グリーン

購入ネットワーク 会長） 
・ 後藤 敏彦 氏 （環境監査研究会代表幹事、一般社団法人グローバル・コンパクト・ジャパ

ン・ネットワーク理事） 
・ 石田 秀輝 氏 （東北大学名誉教授、合同会社地球村研究室代表） 

（※講義実施順） 

実施者 
・ 主催: 環境省、環境人材育成コンソーシアム（EcoLeaD） 
・ 協力: 一般社団法人日本経済団体連合会、公益社団法人経済同友会、東京商工会議所 

注意事項 

・応募者多数の場合、早期の申込み締切り及び抽選となる場合がございます。 
・1 泊 2 日の研修日程全てを受講していただきます。途中参加・帰宅等は原則として認めませ

ん。 
・全ての講義に出席し課題を提出された方には、原則として修了証を発行します。 
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2.プログラム予定 
 
■ 1日目： 3月 13日（金）10:00 ～ 21:30 

時 間 内容 
10:00～10:15 （15 分） ・開会式、オリエンテーション 
10:15～11:45 （90 分） ・第 1 部 ：地球環境の俯瞰と将来予測 – Part 1 

講 師： 安井 至 氏 
形 態： 講義及び質疑応答 
内 容： 環境問題について地球的観点から概観し、環境リスクや想定される

シナリオに対して企業経営者が持つべき視点を考えます。 
11:45～12:40 （55 分） ・昼食 
12:40～14:00 （80 分） ・第 2 部 ：資源をめぐるサステイナビリティから考える日本のモノづくり 

講 師： 原田 幸明 氏 
形 態： 講義及び質疑応答 
内 容： 資源問題の現状及びその未来を概観し、ものづくり日本におけ

る資源リスクへの対応のあり方を学びます。 
14:00～14:10 （10 分） ・休憩 
14:10～15:30 （80 分） ・第 3 部 ：ライフサイクル思考と環境影響評価による戦略企画 

講 師： 平尾 雅彦 氏 
形 態： 講義及び質疑応答 
内 容： 製品やサービス、そして組織の「ゆりかごから墓場まで」を考えるライ

フサイクル思考を土台に環境への影響を把握することが、ビジネスを

展開する上での基本であり、成長の鍵となることを学びます。 
15:30～15:40 （10 分） ・休憩 
15:40～16:10 （30 分） ・受講者の自己紹介 及び 各社取組発表  
 内 容： 第4 部グループワークの前段として、受講者1 人あたり 1 分～3 分程

度で簡単な自己紹介及び自社の取組や課題の発表を行います。 
16:10～18:10 （120 分） ・第 4 部 ：地球環境の俯瞰と将来予測 – Part 2 
 講 師： 安井 至 氏 

形 態： グループワーク及び発表 
内 容： 第 1 部～第 3 部を踏まえ、設定された課題について各グループによ

る討議及び発表を行います。 
18:10～18:30 （20 分） ・休憩 及び チェックイン 
18:30～19:30 （60 分） ・夕食 
19:30～21:30 （120 分） ・交流会 

内 容： 受講者と講師間の情報・意見交換や異業種交流を行う。 
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■ 2日目： 3月 14日（土）8:30 ～16:00 

時 間 内容 
8:30 ～11:30 （180 分） ・第 5 部 ：バリューチェーンマネジメントとステークホルダーと

のコミュニケーション 
講 師： 後藤 敏彦 氏 
形 態： 講義、質疑応答、グループワーク・発表 
内 容： 様々なリスクへの対応には、1 社だけでなくバリューチェーン全体

での対応が必要であり、ステークホルダーとの対話の中で”解”を

見出すことが必要であることを学びます。 
11:30～12:30（60 分） ・昼食 
12:30～15:30 （180 分） ・第 6 部 ：バックキャスト思考によるソリューション創出 

講 師： 石田 秀輝 氏 
形 態： 講義、質疑応答、グループワーク・発表 
内 容： 企業が環境問題に対応し、「豊かさ」を提供するためには現状

の把握と、現状からの将来予測だけでなく、将来からの視点で

今何をすべきかを考える必要があることを学びます。 
15:30～16:00 （30 分） ・全体総括、閉会の挨拶、修了証授与     

 


